
第7章 　高齢者学習支援の事例研究

　以下のところでは、全国的にみて注 目されると思われる高齢者大学あるいは高齢者学習支援の場

の事例 を示 していきたい。事例紹介に関 しては、各々の高齢者大学などへの面接調査 を行い、その

結果をふまえて紹介 してい く。

　筆者 らはこの研究期問内に、国内外のい くつかの高齢者大学や教育 ・福祉行政機関を訪問 し、 こ

れらに対するインタビュー調査などを手がけてきた。2015年4月 から2017年11月 までの間に、訪問

調査を実施 した高齢者学習支援の機関は次の図表7-1の とお りである。以下、これらのうちのい

くつかのものを紹介 してい きたい。なお、以下の記述にさいしては、調査対象地での職員の方々へ

のインタビュー調査内容 とその機関のパ ンフレットや冊子、およびその機関のホームページなどを

も参照 していることをお断 りしてお く。ホームページや冊子などは、訪問年度を中心 としつつも、

必要に応 じて新 しい年度の ものへの組み替えをも行っている。

図表7-1　 訪問調査の対象地

対象地名 訪問日 所管など 選択の理由など

ながさき県民大学 2015年4月30日

(木)

長崎県教育委

員会

離島部を含む県民カレッジ

北名 古屋 市昭 和 日

常博物館

2015年6月16日

(火)

愛知県北名古

屋市

高齢者に対する回想法の実践

を行 う歴史民俗資料館

山梨 県 ことぶ き勧

学院(甲 府市)

2015年6月19日

(金)

山梨県教育委

員会

日本唯一の長寿学園(県 教育

委員会系列高齢者大学)

松江市 古志原公 民

館 ・法吉公民館

2015年9月28日

(月)

松江市教育委

員会

公設 自主運営、循環型公民館、

防災活動を柱 とする公民館

出雲市 ひか わ図書

館

2015年9月29日

(火)

出雲市教育委

員会

図書館での高齢者への回想法

の実践(暖 炉の部屋)

千葉 県生涯大学 校

(千葉市)

2016年2月23日

(火)

千葉県健康福

祉部

全国最大規模の福祉行政系列

の県高齢者大学

か ご しまねん りん

大学

2016年3月2日

(水)

鹿児島県社会

福祉協議会

地方都市の県 レベルの高齢者

大学

やねだん(鹿 屋市串

良町柳谷の集落)

2016年3.月3日

(木)

自主運営 行政から自立 して、高齢者に

より地域 ビジネスを運営

鹿児島県志布志市志

布志創年市民大学

2016年3月3日

(木)

志布志市教育

委員会

まちづくりと生涯学習を一体

化 させた市民大学
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韓 国 ソ ウル 市 西 区

シニア ・セ ンター

2016年6月13日

(月)

ソウル市など ソウル市内における代表的な

高齢者大学

静岡市清水区清見

潟市民塾

2016年8月3日

(水)

自主運営 市民講師制度にて高齢者が教

える側に立てるシステム

群馬県高崎市公民

館

2017年3月7貝

(火)

高崎市教育委

員会

公民館における終活講座の代

表例

千葉県佐倉市公民

館

2017年3月15日

(水)

佐倉市教育委

員会

公民館市民カ レッジにおける

高齢者の学び合い講座

韓国城南市盆唐区シ

ニア福祉センター

2017年8月23日

(水)

韓国城南市な

ど

高齢者大学の目韓比較調査

NPO法 人 新い ち

ょう大学校

2017年9月26日

(火)

高齢者 に よ る

NPO

大阪市いちょう大学廃止に と

もない再出発 した高齢者大学

1.昭 和日常博物館(北 名古屋市歴史民俗資料館)

　 2015年6月16日 に訪問。館長の市橋芳則氏にインタビュー調査 を行 う。この施設は北名古屋市

立図書館の3階 部分 を占める。2002年 度より回想法の実践 を取 り入れた資料館 になっている。館

内では、昭和30年 代から40年代の生活用品やおもちゃなどの展示(ほ ぼ1万 点)と ともに当時の

生活空間が再現されている。市橋氏によると、電化製品の普及などにより、この時期に人びとの

生活が大きく変化 したということであり、その変化 を記録 しているというのであった。

　高齢者の学習との関連では、地域内外の高齢者の団体を、デイサービスや特養での見学会など

のかたちで招 き入れる 「お出かけ回想法」が行われている。そこには、高齢者たちが自分の生き

た時代 に出逢ったモノや風景 と再会する感動を共有することで、 自身の人生につなが りと意味の

感覚 を創出するとい うねらいがあるものと考えられる。 とくに高齢者の心 を揺さぶるという点で

感情を活性化するとい う効果があるとのことであった。この点は若者 も同様で、若者 に経験はな

くても感情は動 くということである。

　回想法実践は、もともとは福祉領域の介護予防事業 ととらえられていたが、健常者への適用を

示す という意味で教育的な特徴 もある。博物館 という側面もあわせ もつため、博福連携事業 とし

ても位置づけられ、市の条例の中にも回想法事業が組み込まれている。

2.山 梨県 ことぶき勧学院

　 2015年6月19日 に訪問、事務局長の嵩井靖子氏 らか らお話を聞 く。1989年 に誕生 した文科省 ・

都道府県教育委員会系列の高齢者大学である長寿学園も、その後の行財政改革などにより、今 日

ではそのほとんどが姿 を消 している。そうしたなかで現在 もその活動を継続 しているのがこの学

院である。現在は、県教育委員会系列の山梨文化学習協会が委託運営 を行っている。山梨 ことぶ

き歓学院も他 と同様に、2011年 に外部評価 を受け、経費がかかるなどの理由により見直 しが迫 ら

れた。 しか し規模縮小はあったものの事業は継続された(大 阪府の場合は逆に、「効果があった」
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という報告を受けつつも廃止となっている)。 福祉行政系例の場 との関係では、こち らが先 にで

きたため、他をつ くる必要がなかったとのことであった。

　ことぶき勧学院の講座受講対象者は、原則として60歳 以上の県内在住者で、再受講は可能である。

受講者の平均年齢は70歳 前後である。講座は1年 制で年25回 の授業があ り、必修講座 と選択講座

がある。選択講座のなかに社会貢献活動 と自主企画講座があ り、後者は受講者が判断 して内容を

決め職員などが確認するという方法を採っている。そこでは、公民館講座や教育行政以外の部局

が提供する学習の場や大学の公開講座なども、本講座の単位となり、県民カレッジの様相 を呈 し

ている。理念的には学習 と仲間づ くりをとおした、社会参加する高齢者の育成 という視点がある。

なお、山梨県で長寿学園が継続 している理由としては、同県が甲府市 を中心に円形に近い形をし

ている地勢的要素 もあげられよう。

3.松 江市古志原公民館

　2015年9月28日 に訪問。古志原公民館長竹谷強氏か ら説明を受ける。松江市では地域が5つ の

公民館ブロックに分かれているが、ここは南部の松南ブロックに位置する。現在全部で32館 の公

民館があ り、小学校区に1つ の公民館がある。この公民館の最大の特徴 は公設自主運営方式にあ

る。元々は教育委員会直営であったが、1965年 より各地区の団体などで構成 された公民館運営協

議会(事 務局は松江市教育委員会生涯学習課内)の 自主的な運営 に委ねる方式に移行 している。

この方式は全国でも松江市の

みで援用 されている(図 表7

-2参 照)。 この方式の特徴

は、公民館が地域住民の活動

の拠点 となることに くわえ、

「住民が直接運営に参画」「住

民が公民館運営費の一部を負

担」「社会教育の領域をこえ

た事業の展開」 という点にあ

る。また2005年 度からは近隣

の郡の合併を行い、翌年度か

ら指定管理者制度を導入 して

いる。

　公民館の指定管理 者であ

る運営協議会の事業に対 して

は、見直 しはされるものの、

他の団体 に運営 を代えること

はない。管轄は市長 レベルで

行 われ、指 定管理者 に対 し

て一括 して費用が支払われる

(公民館運営費は2013年 度で

図表7-2　 松江市公民館の公設自主運営方式

組織図

松江市・松江市教育委員会

松江市公民館運営協議会連合会

《委員》

○各運営協議会長

《職員》

○職員6名
(事務局1名 、コーディネーター5名)

(指
定
管
理
者
に
指
定
)

(任
命
)

公
民
館
長

(依頼事項)

(施策の説明)

松江 市公民館長会

○○公民館運営協議会

《委 員》 (主に地域諸団体の代表者等で構成)

(例:各 公民館によって構成、名称が異なる)

○町内会自治会連合会

○青少年育成協議会

○地区体育協会

○地区社会福祉協議会

○子ども会育成会

○公民館長　ほか

《職 員》(公 民館運営協議会の雇用)

○主任/1名 ○主事/2名

《専門部》　(例:各 公民館によって部の構成、名称が異なる)

○総務部　　○福祉部　　○青少年部　　○体育部

○文化部　ほか
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松江市公民館運営組織

公民館を拠点とした生涯学習によるまちづくり

生
涯
学
習

・
地

域
活
動
の
実
践

地域住民・地域団体

町内会 ・自治会 青少年育成協議会

体 育 協 会 社会福祉協議会 他

参画 ・協働 学習提供 ・団体支援

各 地区 公 民館

ま
ち
づ
く
り
の
拠
点

松江市公民館
運営協議会連倉会

地区公民館

運営協議会
〈専門部〉

総務部

福祉部

霧少年部

体育部

高齢者部

乳幼児部 他

(例:各 公民館によって

部の構成、名称が異なる)

松江市公民館長会

〈委員会〉

青少年育成

健康福祉

安全 ・安心

環境 ・観光

公民館業務

〈特別委員会〉

公民館問題検討委員会

幹事館長会

松江市公民館

協議会

〈専門部〉

研修部

総務部

福利厚生部

支援 連携

行

政

松 江 市

地域 ・交通政策課
入権施策推進課
防 災 安 全 課

観 光 文 化 課

市民生活相談課
保 健 福 祉 課
生 涯 学 習 課
など

4億5千 万円強)。福祉領域 に支

払われる費用 も含 まれるため、全

公民館 に社会福祉協議会の事務

局がおかれている。そのため全公

民館 で、4人 の職員体制が組 ま

れている(館 長 は非 常勤、他の

3名 は正職員で うち1名 は福祉

の仕事 にかかわる)。 地域のお金

でその地域 に合 った事業 を行い、

運営協議会で職員を雇っている。

また地域住民か らも負担金(1

世帯 で800円)を 供出 して もらっ

ている。

　 古志原公民館の活動の特徴は、

世代間交流による循環型社会をめ

ざすという点にある。公民館のす

ぐ横には幼稚園 と小学校があ り、

高校 も近 くにある。そのため子 ど

もが自由に出入 りする公民館 とい

う特徴がある。子 どもの活動を高

齢者が支援 し、そ うして親世代

をも巻 き込むというかたちで世代

間交流が図られている。子 どもを

核 にして地域がつながるという視

点がそこにある。高齢者はしめ縄

づ くりや竹細工、行燈づ くりなど

の地域の生活文化を子 どもたちに

伝えている。

　 この世代 間交流事業 の一環 と

して、例 えば宍道湖でのハゼ釣 り

が行われるが、これは公民館の事

業であるとともに福祉の事業にも

な っている。公民館 は地域力育

成を担 う教育施設であるとともに

福祉施設でもあるという理解がそ

こにはある。

　竹谷館長によると、松江市の高

齢者 は地域活動に積極 的に取 り
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組む層 と孤立化に向かう層に二極化 しているとのことである。都市部か ら定年退職後地方都市

に還った高齢者を、その地域でいかに地域住民につなげていくのかが大 きな課題だということで

あった。

4.志 布志市創年市民大学

　2016年3月3日 に訪問。鹿児島県志布志市は、1995年 度 より市の文化センター内に生涯学習セ

ンターを設置したが、 これはあくまで機能 としておかれた組織 という意味であった。2004年 から

は志布志創年市民大学が開校 されている。地方都市の少子高齢社会化 という動向のなか、2つ の

志 と布(人 材)を 育むという目的の もと、「創年と子 どものまちづ くり」「地域学から始まるまち

づ くり」という2つ の志を掲げている。

　創年大学の講座 は1年 間15回 の授業から成 り、受講料 は年間4,000円 である。受講対象者は原則

として高校生以上の市民であるが、結果的には中高年の受講者が多い。受講終了後 は 「まちづ く

り仕掛人」に認定 され、人材バンクに登録 されて地域づ くり活動の場が紹介 された りする。この

ほかに自主研究グループなどもあり、 しぶ し創年団や地元学実践 など、ユニークな活動 も進めら

れてきている。

5.静 岡県清水区清見潟市民塾

　2016年8月3日 に調査 を行 う。事務局長の澤野裕行氏や塾長の大田静苑氏 らにインタビュー調

査を行う。清見潟市民塾は、1985年 に清水市(当 時)教 育委員会の支援のもとに、当初は高齢者

の学習支援団体として、市の公民館を中心 に、市民が市民を教えるシステムを構築 した組織であ

る。 しか し2003年 に清水市が静岡市に合併 されてからは、清水区のみの活動 となっている。公民

館は清水区では生涯学習交流館 と名称変更し、旧静岡市では生涯学習センター と名称変更をして

区別している。管轄 も教育委員会ではなく市民局生涯学習推進課 となり、文化振興財団が指定管

理者 となっている。

　このシステムの大きな特徴 は市民講師制度、つまり市民が教 える側に立つ という点にある。講

座は月に1回 か ら2回 、1年 間かけて清水 区内の21の 生涯学習交流館などで行われ、受講料が

講師の謝金に連動するというシステムが とられている(そ のためNPOに はなっていない)。 学

ぶ生 きがい とともに教える生 きがいをも提供するところにそのユニークさがあるといえる。現在

140ほ どの講座が開講 されている。講座は月1回 あるいは2回 開かれ、受講料は月1回 で年7,000円

(受講料4,700円、運営費2,300円)、 月2回 で年13,000円(受 講料9,500円、運営費12,000円)で 、 こ

のうち受講料は講師への謝金 となり、運営費は事務局 に納められる(例 えば月1回 講座で受講生

15名 の場合、講師の手取 りは70,500円 となる)。

　受講者は8割 くらいが女性で、年齢制限はしていないが、60代 および70代 がほぼ4割 強ずつで

ある。講座内容は健康系や趣味系の ものが多い。年齢制限はないがピアノ講座だけは、地域のピ

アノ教室などへの影響を配慮 し、50代 以上の受講者年齢制限を設けている。

6.佐 倉市中央公民館市民 カレッジ

2017年3月15日 に訪問。中央公民館館長江波戸寿人氏、顧問の内田儀久氏 らか ら説明を受ける。
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千葉県佐倉市には公民館が6館 あり、教育委員会各課 と同列におかれている。高齢者教育の実績

では、1971年 に長寿大学がおかれたのを皮切 りに、1978年 には高齢者短期大学校がおかれ、その

後1992年 に4年 制の佐倉市民 カレッジがおかれるようになる。中央公民館にはカレッジ棟がある。

入学条件は40歳 以上の佐倉市民で、60歳 以上が80名 、60歳 以上で2回 抽選に漏れた者10名 、40代

から50代 が10名 という内訳 となっている。受講料は無料で、1学 年の定員は100名 である。平均年

齢は60代 後半 くらいだそうだ。

　市民カレッジの1年 と2年 は 「であい課程」 とよばれる教養課程で、5月 から2月 まで毎年ほ

ぼ32回 の講座が組 まれる。3年 と4年 は 「専攻課程」で、年20回 くらいの講座が組まれている。

図表7-3　 佐倉市民カレッジにおける学習内容

【第1学 年 ・第2学 年】であい課程(共 通学習) 授業日数:年 間32日 程度

学習目標
自己発見
(自分 とのであい)

仲間づくり
(仲間 とのであい)

郷土愛
(地域 とのであい)

学習課程 学 習 内 容

第

1
学

年

であい学習

1)公 民館で学ぶことの意義について考える

2)薪 たな自分や多くの仲間、知らなかった地域とのであいを広げる

3)生 きがいについて考えてい く

4)一 般教養

第

2
学

年

話しあい学習

1)郷 土を学び、理解を深める

2)市 政を学び、まちづくりについて考える

3)ま ちづくりについて行動のための具体策を話し合い、支え合い、実践

発表する

4)自 助 ・互助 ・共助 ・公助のあり方、協働によるまちづくりを学習する

5)一 般教養

【第3学 年 ・第4学 年 】専攻課程(コ ース別学習)　 授業日数:年 間20日 程度

コ ー ス あったか福祉 コース ふるさと歴史コース さわやか情報コース ゆっくり元気コース

学習目標

健康を保持しつつ
福祉について幅広
く学び、地域の福
祉を推進できる

郷土愛を育み、心

豊かで品格高く、

地域の主役 として

活躍できる

情報収集 ・発信技

術を活かし、情報
化社会に対応して
いく力が備わる

健康づ くりの実践

を通 して、健康でい

きいきとした生活

ができる

学習課程 学 習 内 容

第
3

学

年

第
4

学

年

深めあい学習
であい課程の総合学習から、4つ の専攻コースを通 して学習を深めて

いく

学びあい学習
専攻コースの学習をさらに深め、学習したことを他に教えることにより
「学び」を一層深めていく

※専攻課程についてはコース名及び内容など、変更する場合があります。

【全 学年合 同 】文化祭 ・スポーツフェスティバルでは、生徒が実行委員 として運営に携

わっています。
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そこには 「であい(学 習)→ 話 しあい→深めあい→学びあい」 というす じみちが構想 されている

(図表7-3参 照)。

　コースは、「あったか福祉」「ふるさと歴史」「さわやか情報」「ゆっくり元気」の4コ ースか ら

成る。この4コ ースは開学当初かち変わらず、そのなかに適宜、時代に合う内容が組み込まれて

いる。修了後は(佐 倉での)地 域活動に取 り組むことが求め られてお り、そのために公民館が教

育的な働 きかけを行っている。修了後の再受講は認め られていない。一方で、毎年100名 ずつ新

規の入学者が誕生 している。

　この市民 カレッジのカリキュラムには大 きな特徴が2つ ある。ひとつは第2学 年で学習す る

「私たちのまちづ くり」 という学習内容である。 これは、卒業後のまちづ くりの実践 に向けて、

1年 間かけて、グループごとに参加 したいと思うまちづ くりのあ り方を提案し、その実践発表会

と報告書をつ くることを進めてい くというものである。

図表7-4　 平成28年 度　佐倉市民カレッジ　第4学 年学習予定表

専攻課程　　 　ふるさと歴史コース(2)

学習時間 午前1O時 ～11時50分 午後1時10分 ～3時

番号 日・曜日 学習テーマ 学習内容 講師 学習テーマ 学習内容 講師

13
10.28

(金)

学び合い学習
(3)

元気コースによる
健康づくり

社会教育指導員

●

学び合い学習
(4)

福祉コースによる
家庭介護実習 社会教育指導員

14
11.4

(金)

学び合い学習
(5)

情報コースを招待して
佐倉の史跡案内 社会教育指導員

■

学び合い学習
(6)

情報コースによる
パソコンイベント 社会教育指導員

15
カレッジ合詞
生涯学習の

楽 しさ(2)

【市民カ レッジ文化祭 ・研究発表、学習発表、作品展示など】
11.16(水)～11.18(金)

会場　佐倉市立中央公民館　大ホール、学習室3他

社会教育指導員
　公民館職員

16
11.19

(土 ）

カレッジ合同
生涯学習の

楽 しさ(3)

【市民カレッジ文化祭 ・舞台発表】
会場  佐倉市立中央公民館  大ホール

社会教育指導員　
公民館職員

17
11.25

(金)

自主企画講座
(2)

学生がテーマを決めて
企画し補習学習する② 社会教育指導員 自主学習 学生がテーマを決めて

自主的に学習する 社会教育指導員

18
12.9

(金)
地域活動

これからの博物館で必要なこと・歴博を楽しむ
〔国立歴史民俗博物館を見学〕

集合　9時40分 　 国立歴史民俗博物館　 15時 現地解散予定

国立歴史民俗博物館
館長　久留島 浩

19
1.13

(金) 学習のまとめ 研究 レポー トの発表 社会教育指導員 ホームルーム 卒業に向けて 社会教育指導員

20 1.20
(金)

4コ ース合同

学ぶことの
意義

学んだことを活かす
－各 コース代表発表 － 社会教育指導員

.

4コ ース合同

総長講話
佐倉の歴史から見た
人づくり 総長

21
2.3

(金)

4コ ース合同

講演会
考古学からみた
日本人としての生き方

明治大学名誉教授
大塚初重

■

4コ ース合同
式典予行 卒業式練習 社会教育指導員

22
2.10

(金)

カレッジ合同
式典 卒業式 総長

館長

.

*

-49-



　 もうひとつは、4年 次に行 われる 「学びあい学習」である。これは4つ のコースそれぞれが他

の3つ のコースの受講者を招いて、 自分たちの学習 したことを教え合うというスタイルの学習内

容である(図 表7-4参 照)。 受講者が先生 となって教 え合 うのであるが、そのためにコース内

をさらに班分けし、役割分担を決めてい く。 とくに情報 コースでは卒業生 も加わ り、ボ トムアッ

プをしなが ら進め られている。

　こうしたカリキュラムのもとに、公民館 と受講者 との間を取 り持つのが4名 の社会教育指導員

である。主に退職 をした教育関係者が、自身のPTAで の経験などを活か して、学習がスムーズ

に進行するように調整役 を担ってい く。

7.大 阪市新いちょう大学校

　大阪府高齢者大学 は2008年 に府の事情 によって廃止 となったが、同様に大阪市の高齢者大学で

あったいちょう大学 も2013年 度で廃止 とな り、2014年 度よりNPO法 人新いちょう大学校が誕生

している。この理事長の巣山靖司氏 に、2017年9月26日 にインタビュー調査を行った。

　 いち ょう大学 は、1970年 代後半か ら大 阪市の高齢者大学 として30年 の活動 を続 けて きたが、

2013年 度の城北生涯学習センター廃止 とともに、当時の橋下徹市長の行財政見直しのなかで廃止

となった。そこで旧いちょう大学の講師3名 が中心 となって、新 たなNPOに よる新いちょう大

学校が創設 された。大阪府高齢者大学校 と同様に、年齢制限と地域制限が取 り払われ、受講料年

35,000円 の年27コ マ(講 義20コ マ、 シンポジウム2コ マ、合同講義5コ マ)の コースが立ち上げ

られた。大阪府の高大 と大 きく異なるのは、 ここでは勉学中心の高齢者大学で、地域貢献活動な

どはカリキュラムに組み込まれていない という点である。年をとっても勉強 しようという高齢者

中心の組織だとい うことである。巣山氏によると、シニアリーダーなどの養成コースを受けても

なかなか声がかからないとい う問題 もあるということであった。

　継続受講は可能で全体の4割 が継続受講者だということであった。コースは、英語、伝統 ・芸

能、音楽、歴史 と大阪、国際理解の5コ ースで、定員は各コース30名 ずつである。開催場所 は、

大阪市立難波市民学習センターで、主に月曜日と火曜日に講座が開かれている。なお大阪市は後

援のみを行っているが、同センターの利用には、同大学校が比較的優先的に使わせていただいて

いるそうである。 また橋下改革では旧来の教養型高齢者大学には予算をつけないという方向が示

されたが、現在大阪市立総合生涯学習セ ンターでは、そうした方向とはやや異な り、防災や地域

づ くりなどを軸 とする、新たなまちづ くり市民大学(い ちょうカレッジ)が 開設されてきている。

8.群 馬県高崎市中央公民館における終活講座

　2016年3月7日 に訪問 し、主査の大野雅美氏 らにお話をうかがった。高崎市は人口375,000人

規模の都市で公民館が44館 存在する。そのうちの中央公民館では、2015・2016年 度で終活講座

を開催 していた。 とくに2016年 度には、相続、エンディング ・ノー ト、葬儀などのテーマの5回

の講座 を組んでいた(2017年 度は4回)。 講座は終活あん しんネットワークという団体が運営 し、

2017年 度は高崎市終活ア ドバ イザーが運営 していた。職員の方は、当初はエ ンディング ・ノー ト

の講座 を考えていたが、結果 として終活全般の講座になったと言ってお られた。

　注 目したいのは受講者の平均年齢が70代 であり、受講者56人 中8人 が80代 、27人 が70代 だとい
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うことである。後期高齢期の方の受講が多 く、自身の人生の最終段階と向 きあうという重い学習

課題の場 となっていた。終活のきっかけでは、自身の親を亡 くした り病気になった りした経験が

あげられていた。なお近隣の他の地域では東 日本大震災経験がきっかけで終活講座 に参加 し出 し

たという高齢者 もおられた。

9.そ の他の事例

　訪問調査では上記の学習の場以外にも、図表7-1の ような場を訪問調査 している。紙幅の関

係により、以下簡単に述べてお く。

　ながさき県民大学は、県教育委員会が管轄する県民カレッジのひとつで、都道府県 レベルの単

位制生涯学習大学をさす。このカレッジのユニークな点は、離島部が多い長崎県 において、さま

ざまな場における学習機会を組織化 したという点にあるだろう。 とくに離島部在住の高齢者に対

して、県が学習の しくみを提供 しているという点は重要な点であろう。

　出雲市ひかわ図書館には 「暖炉の部屋」 という、想い出語 りの部屋がある。北名古屋市昭和 日

常博物館 と同様、回想法の部屋 を組み込んだ図書館である。現在は主にボランティア ・スタッフ

が地域の施設などに出向いて、図書館所蔵の地域の写真などを用いて思い出を語る事業を行って

いる。2003年 に斐川町図書館 として開館後、2011年 には斐川町が出雲市 と合併 し、その後は館内

での想い出語 りの機会は縮小 したそうである。

　千葉県生涯大学校は関東圏での大規模な高齢者大学で、福祉行政の一環として高齢者大学の事

業が組まれている。

　かごしまねんりん大学は鹿児島県の高齢者大学で県社会福祉協議会が管轄 している。同県 も離

島部や山間部をかかえるため、受講者全員が一堂に会するのはむずか しいとのことであった。

　やねだんは鹿児島県鹿屋市の柳谷集落地域で、そこの自治公民館を中心に、行政に頼 らないむ

らおこし事業が展開されている。 自主財源確保のためにサツマイモを栽培 し、そこから家畜の糞

尿の悪臭を除 く土着菌やサツマイモ原料の焼酎を販売 し、地域ビジネスを進めている。また空き

家 をアーティス トに開放 した り、子 ども向け寺子屋を開設した りしている。

　上記の多 くの実践に共通 している点は、高齢者の学習を地域での社会参加 ・社会貢献と仲間づ

くりにつなげている点である。 しか しあわせて考えねばならないのは、こうした活動への参加者

がおおむね70代 に移行 している点、および70歳 くらいからこうした場に参加する人が多いという

点である。それゆえ従来の 「60代以上」 という学習者の条件を見直 し、高齢期をより細分化 ・深

化 させて学習支援を進めてい くことも重要となろう。
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